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研究成果の概要（和文）：長野県飯田市内の小学校を対象に、学校と学区の地域構造を歴史的に明らかにするた
め、対象校が所蔵する歴史資料の悉皆調査の成果を活用し、とくに明治期以降の学校日誌を中心とする文書の読
解および分析作業を行った。学校教員・衛生・会計・学校運営・カリキュラムなどのテーマを設定した研究を進
めた。
また、小学校卒業後の進学先となる中学校が地域構造に与える影響を考慮し、中学校所蔵文書調査に着手した。
昭和初期の小学校高等科に関する歴史資料のほか、新制中学校草創期以来の文書が多く残されていることに着目
し、今後の継続的な研究の基盤を作った。それに関連して、村役場文書、県行政文書などの調査を実施した。

研究成果の概要（英文）：In order to shed light on the regional structure of schools and school 
districts, this study uses the results an exhaustive survey of historical materials held by the 
target schools, focusing on elementary schools in Iida city, Nagano Prefecture. Specifically, we 
carried out a reading and analysis of the documents. Also, considering the effects that the junior 
high schools students attend after leaving elementary school have on local community structure, we 
also embarked on a survey of the documents held by junior high schools. As well as historical 
materials relating to the upper elementary schools of the early Showa period, it came to our 
attention that there were many documents dating from after the creation of the new system junior 
high schools, which will form a basis for continued research. With regard to this topic, we carried 
out a survey of documents from sources including village government offices and the prefectural 
administration.
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１．研究開始当初の背景 
1872（明治 5）年に制定された「学制」は、
旧来の文化・教養による共同意識を断ち切り、
学校を核とした新たな「文化と教育の共同
体」（佐藤学）を形成しようとする試みであ
った。だが、小学校設置の実際はそれぞれの
地域にゆだねられ、その土地の実情に応じて、
旧来の村落共同体と絡み合いつつ進められ
た。 
 教育史研究においては、「学区の公共性」
（三上和彦）をめぐる議論の中で、学校ない
し教育のあり方への、地域共同体の関与が指
摘されてきた。木村元らは、「生活世界から
距離を持つ固有な時空間」である学校を、地
域社会の人々が人間形成の場として受容し
「拘束されながらそれを利用していく」過程
を、教育実践の様相から明らかにした。久富
善之と木村らの研究では、小学校のあゆみと
地域社会のあゆみとを「不可分に重なり合っ
たもの」と捉え、小学校所蔵文書を用いて地
域の変化を通時的に描き出した（JSPS 科研
費 18330178「日本の学校風土・慣習の形成・
展開と現代的再編課題―その社会史・社会学
的研究」）。 
 いっぽう地域史研究の分野では、小学校を
「磁極」として形成される社会=文化構造に
着目する視点を吉田伸之が提示した。吉田は
「学区共同体」を、市民の地域アイデンティ
ティの核心を形成する決定的なものと捉え
ており、その歴史的形成過程と現代の様相に
ついて明らかにすることの重要性を述べて
いる。 
 小学校を社会=文化の中核として捉え、そ
のあゆみを示す史料群となる小学校所蔵文
書の悉皆調査を基盤とした地域の全体史研
究を試みたのが、田嶋一らによる研究である
（JSPS科研費 22330219「飯田下伊那におけ
る学校史料と地域社会に関する基盤的研
究」）。悉皆調査により小学校所蔵文書の中に
地域に関わる多様かつ多層的な情報が含ま
れることが明らかとなり、学校創設当時の小
学校運営と町村行政との未分化およびその
変容過程が示されたが、通時的な分析として
はまだ途上である。また、地域把握の方法に
ついても、全体史というマクロな視野を持つ
には、小学校区をさらに細分化させ「町」や
「組」レベルのミクロな分析が必要との課題
意識を得た。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、上記先行研究の課題意識
をふまえつつ、小学校所蔵文書の悉皆調査に
もとづく分析を深め、小学校区を単位とする
地域社会の文化構築の様相を明らかにする
ことである。 
また、先述した田嶋らの研究により明らか
になった、小学校所蔵文書のもつ多様性と多
層性について、さらにその具体的な様相を明
らかにするためには関連する地域史料を参
照しての作業が必須であると認識した。そこ

で、対象地域の行政文書などの関連史料を探
索し、所在状況の調査および必要に応じての
データ収集を行うこととする。 
 さらに、これらの研究過程を通じて、学校
所蔵文書がもつ歴史的価値を明らかにし、地
域にそくした形での保存管理や研究利用の
方法を確立したいと考える。そのために、史
料翻刻などの作業を併行して行うこととす
る。 
 なお、上記研究の対象は、長野県飯田市立
追手町小学校、同座光寺小学校の所蔵文書で
ある。これは、先述の田嶋らの研究成果を引
き継ぐものである。 
 
３．研究の方法 
（１）小学校所蔵文書の調査分析 
 先述した田嶋らによる悉皆調査において、
長野県飯田市内の小学校 2校について、合わ
せて約 11,000 点の史料の所在を確認し、約
600 点の史料についてデジタルカメラ撮影を
行った。本研究においてはその成果を活用し、
地域にそくした個別テーマを模索しつつ学
校日誌を中心とした史料の分析・読解を行う。 
 
（２）関係史料の所在調査・収集 
 上記（１）の作業を進めるにあたり、史料
内容の補足や比較検討において必要な範囲
で、行政文書や地域史料、学校・教員などに
関連する資料の情報を収集する。 
 
４．研究成果 
（１）小学校所蔵文書の調査分析 
①飯田市内小学校所蔵文書の撮影データ約
600 点につき、小学校およびその学区の地域
構造を明らかにするため個別テーマを設定
し分析作業を進めた。設定したテーマは、教
員の履歴や資格、学校衛生の変容、会計簿に
もる学校教育活動、学校運営の具体的方策な
どである。その成果を個別論文の形で公表す
るとともに、研究分担者・連携研究者間での
情報共有を行い、相互の史料分析作業の深化
を図った。 
②先述の田嶋らによる小学校所蔵文書の悉
皆調査で得た、学校関係史料の多様性と多層
性という特徴をふまえつつ、それらの史料情
報を相互補完的に把握するため、学校日誌を
基礎史料と位置づけ、明治期を中心に翻刻を
進めた。1873（明治 6）年以降のほぼすべて
の年度にわたり日誌が残されており、記録と
しての重要性が高いと考えたからである。こ
の作業は上記①の史料分析と併行して実施
した。 
 
（２）関係史料の所在調査・収集 
①中学校所蔵文書調査の着手と進展 
 地域の社会=文化構造に学校が深く関与す
るひとつの側面は、「人づくり」にある。そ
の点からいえば、対象地域における中等教育
への接続に関しても調査を進める必要があ
る。この認識により、本研究における調査対



象である追手町小学校の学区に重なり、卒業
生の多くが進学する飯田東中学校について、
史料調査を継続的に実施した。また、並行し
て史料の分析を進め、個別論文を発表した。 
②県行政文書調査 
 長野県立歴史館には、明治初期以降の長野
県政（合併前の筑摩県を含む）に関する行政
文書が大量に保存されている。学校所蔵文書
の調査分析に関連する史料の閲覧と一部の
デジタルカメラ撮影を実施した。とくに、明
治期以来の学校設置願の書類が膨大に残さ
れており、学校の設置運営のみならず学校衛
生など多様な観点からの分析が可能である
ことが確認された。 
 また、明治期の小学校における教員構成に
着目する中で、師範学校における女性教員養
成制度の確立過程を調査するため、長野県議
会図書室に保存されている、明治期の長野県
議会議事録の閲覧・撮影を行った。これらの
史料については、今後、県の教育政策の様相
を知るうえで重要な情報を多く含んでいる
と思われる。 
③町村関係行政文書調査 
 学区と行政との関連を分析するため、町村
議会文書の探索および収集、読解作業に着手
した。旧座光寺村関係文書の中に、明治初期
の村寄合から町村制下における村議会記録
までの史料が網羅的に残されており、撮影デ
ータを収集し分析に着手した。 
 とくに明治中期までの記録においては、町
村運営に関わる人々の発言から教育観・学校
観をよみとることができ、教育史的にも史料
的価値が高いと判断できる。 
 
（３）学校史料の保存・活用に関して 
 本研究を進める中で、学校所蔵文書のもつ
多様性と多層性じたいが、学校史・教育史の
みならず地域史研究における史料的価値を
有していること、にもかかわらずこれまで学
校所蔵文書の体系的な保存・活用に向けての
取り組みが少ないことが把握された。そこで、
本研究の基盤となる悉皆的な現状記録調査
の方法論と、実践における課題について報告
した。 
近年、学校史料の収集・保存を、学校が資
料室などで行う場合のほか、自治体などが包
括的に実施している事例もみられるように
なってきており、そうしたアーカイブズ研究
との関わりにおいても重要な視点を提起し
た。 
 
（４）成果の位置づけと、今後の展望 
 本研究の独自性である、学校所蔵文書をひ
とつの史料群として捉えることによって地
域の全体史を描くという研究課題を共有し
つつ、個々の史料をていねいに検討すること
で、個々の「町」「組」レベルのミクロな分
析を行うことじたいは着々と進展している。
個別論文による成果も蓄積されている。また、
本研究を遂行する中で、新たに調査を実施し

た史料群について、多様な視角からの分析が
可能であり、今後の研究にとって重要な意味
をもつことが確認された。 
ただし、分析作業の多くは途上にある。史
料群が膨大で、多様性をもつがゆえに、地域
にそくした分析テーマの設定に時間がかか
ったことなどが理由に挙げられる。これらを
継続的に進展させていきたい。 
 また、研究期間内において、史料の読解・
分析に注力したため、分析結果だけでなく全
体的な成果の公開性という点においても課
題が残る。学校日誌をはじめとする史料の翻
刻を進めてきたが、個人情報の扱いなど、要
検討事項がまだ山積しており、期間内の公開
や、研究者・市民による活用に資する環境の
整備にはいたらなかった。 
今後は、史料分析を継続しつつ、研究者だ
けでなく地域に対して広く成果を公開する
機会の充実に向けて取り組みたい。 
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